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＜＜特別高圧の風力発電設備に関する重要なお知らせ＞＞ 

風力発電の出力制御に関する今後のお手続きについて 

 

平素は、当社の事業運営に格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

 さて、九州では再エネ発電の連系量が増加し、安定供給のための需要と供給のバランス維持を目的と

して、国の定めた優先給電ルールに基づき、発電設備の出力制御を実施しております。 

 

風力発電設備については、風力発電の接続可能量（30 日等出力制御枠）拡大のため第 6 回系統ワー

キンググループにおいて日本風力発電協会（JWPA）さまより提案された JWPA 方式による出力制御への

移行が必要であり、原則として JWPA 方式に対応可能な出力制御装置（全国標準仕様）

※1

の設置が必要

となります。 

※1 「部分制御考慮 720 時間ルール（JWPA 方式）」にも対応 

 

この度、出力制御装置の技術仕様が標準化されましたので、別紙１「風力発電に関する今後のお手続

きの流れ」のとおり、風力発電設備の設置箇所（工事業者さま、風車メーカーさま）にご相談の上、2021

年 3 月末までに切替工事を完了

※2

いただきますようお願いいたします。 

 

※2 これら費用（設備更新費用等）は、ご契約者さまのご負担になります。 

 

なお、出力制御装置（全国標準仕様）の設置による出力制御のオンライン化により、風力発電事業者

さまは、出力制御に関して、以下のメリットがあります

※3

。 

o 出力制御の現地操作が不要となるため、人件費の削減につながるとともに、現地操作の失念を防止。 

o 2019 年 10 月の出力制御方法の見直しにより、オフライン制御・オンライン制御共に従来運用より制

御回数が低減しているが、特にオンライン制御の低減効果が大

※4

。 

 

※3 国の審議会である再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（2019 年 1月）の中間

整理（第２次）でも、出力制御量低減の観点から、オンライン化を促していくことをアクションプランと

して掲載。 

   https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/saisei_kano/pdf/20190128001_01.pdf 

 

※4 第 24回系統ワーキンググループ（資料３ 再エネ出力制御の運用見直し効果について） 

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/shin_energy/keito_wg/pdf/024_03_00.pdf  

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

【ご注意事項】 

・今回ご案内の出力制御装置（全国標準仕様）の設置は、旧ルール事業者を含めた全ての風力事

業者さまが対象です。 



よくあるご質問

必要な工事はどこに確認すればいいのか。Q2

A2

切替に必要な手続き（ＰＣＳの設定変更、取替など）や費用は、風車メーカー、機

種により異なりますので、工事業者や風車メーカーにご確認ください。

なぜこのタイミングで出力制御機器の切替が必要なのか。
Q1

A1

出力制御に必要な標準化装置につきましては、国の実証事業で開発が行われていました

が、この度、標準化出力制御装置の技術仕様が定まり公開されましたので、切替をお願い

するものです。

なお、風力発電協会（JWPA）さまからご提案され採用された「JWPA方式」を全ての

風力発電設備に適用することを前提に、九州本土の「30日等出力制御枠（180万kW）」

を設定していることから、旧ルール事業者さまも対応の必要がございます
※

。

※ JWPA方式は、％単位でのきめ細かい制御を必要とするため、標準化装置の設置が不可欠とな

ります。



風力発電の出力制御に関する今後のお手続きの流れ

ご契約者さま

風力発電設備設置箇所

（工事業者、風車メーカーさまなど）

九州電力

別紙 １

風力発電の出力制御に関する

今後のお手続きについて

（今回のご案内文書）

受領

（郵 送）

負担金・工期の提出

（総合制御所・中給の改造、

通信装置の改造費用）

切替工事実施

風力発電設備設置箇所

へのご連絡※

出力制御機能付発電所制御装置 切替工事申込書

（様式１）のご提出

※切替に必要な手続きについて

ご相談ください。
内容のご確認

※2020年4月末目途で、

担当送配電統括センターへ

郵送ください。

現地試験の実施 試験結果確認

風力発電設備設置

箇所へのご連絡

内容のご確認

※2021年3月末までに

実施してください。



2020 年  月  日 

 

出力制御機能付発電所制御装置 切替工事申込書 

 

九州電力株式会社 送配電カンパニー 行 

 

 貴社から要請のありました全国標準の出力制御装置（出力制御機能付PCS）への切替に関して、工事費の

実費を支払うことに同意のうえ、設備工事を申し込みます。 

 

住   所  

会 社 名  

代表者氏名      印 

 

記 

 

発電所の名称 

(設備認定 ID) 

 

発電場所  

定格出力        ｋＷ 

発

電

所

制

御

装

置

 

切替希望日 年  月  日 

台数       台 

メーカー・型式  

定格容量         ｋＶＡ 

出力制御機能以外 

の仕様変更有無 

有 ・ 無 

連絡先 

住所 〒 

     

氏名            

電話    

FAX    

e-mail    

 

様式１ 



○全国標準化装置の設置に必要な手続き

《 必要となる手続きの例 》

 　●出力制御ユニットの追加

 　●ＰＣＳや風車制御装置などのプログラム更新

PCS本体の取替が必要となる場合や風車制御装置などのプログラム更新に伴い、出力制御機能以外の仕様変更（契約

容量が増加する等、連系協議関連事項に係る変更のみ）がある場合は、所定の手続き（弊社への系統連系に係る申込

みおよび国への設備認定変更申請）が別途必要となります。

ご注意

事項！

イメージ図


